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副議長
黒川民次郎

藤原　修治栗原　　進

議　長
佐竹　一夫

岩根　和博

（敬称略）

福島教次郎

山本　幹雄 簱根　正一 西嶋　二郎安田　勝司井下　慈海

原　　克美

　
任
期
満
了
に
伴
う
美
郷
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
７

月
16
日（
火
）に
告
示
さ
れ
、12
名
の
定
員
に
対
し
15
名

が
立
候
補
し
、選
挙
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
７
月
21
日（
日
）に
選
挙
が
行
わ
れ
、同
日
午

後
８
時
か
ら
の
開
票
の
結
果
、12
名
の
議
員
が
決
定
し
、

７
月
23
日（
火
）に
半
矢
選
挙
管
理
委
員
長
か
ら
当
選
証

書
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
、平
成
25
年
８
月
１
日
か
ら
平
成
29
年
７
月
31

日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

　
町
民
の
代
表
と
し
て
町
政
に
携
わ
る
新
し
い
議
員
の 

み
な
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

美
郷
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

12
名
の
新
議
員
が
決
定

議
　
長
　
佐
竹
　
一
夫

副
議
長
　
黒
川
民
次
郎

総
務
常
任
委
員
会

　
委 

員 

長
　
井
下
　
慈
海

　
副
委
員
長
　
岩
根
　
和
博

　
委
　
　
員
　
佐
竹
　
一
夫

　
委
　
　
員
　
黒
川
民
次
郎

　
委
　
　
員
　
安
田
　
勝
司

　
委
　
　
員
　
原
　
　
克
美

経
済
常
任
委
員
会

　
委 

員 

長
　
簱
根
　
正
一

　
副
委
員
長
　
山
本
　
幹
雄

　
委
　
　
員
　
西
嶋
　
二
郎

　
委
　
　
員
　
藤
原
　
修
治

　
委
　
　
員
　
栗
原
　
　
進

　
委
　
　
員
　
福
島
教
次
郎

議
会
運
営
委
員
会

　
委 

員 

長
　
安
田
　
勝
司

　
副
委
員
長
　
原
　
　
克
美

　
委
　
　
員
　
西
嶋
　
二
郎

　
委
　
　
員
　
簱
根
　
正
一

　
委
　
　
員
　
山
本
　
幹
雄

　
委
　
　
員
　
井
下
　
慈
海

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

　
委 

員 

長
　
山
本
　
幹
雄

　
副
委
員
長
　
岩
根
　
和
博

　
委
　
　
員
　
藤
原
　
修
治

　
委
　
　
員
　
栗
原
　
　
進

　
委
　
　
員
　
福
島
教
次
郎

　
委
　
　
員
　
原
　
　
克
美
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美郷町久保に「美郷町防災公園」が完成し、６月27
日（木）に竣工式を行いました。
防災公園は、旧邑智中学校の有効な跡地利用として

防災拠点施設の最適な立地条件にあることから、都市
防災総合推進事業として採択されました。
災害時等における２次避難場所として仮設住宅施設

の建設ができるように広場を設けてあり、自衛隊など
の受け入れ先としても使用できます。
公園内にある防災センターは、被災時に必要な物資の供給拠点と、防災無線等を使った避難住民

との連絡通信機能があります。
また、７月７日（日）には竣工後初めての消防団の訓練を行いました。
雨が降ったり止んだりするあいにくの天気の中行われた訓練でしたが、初めて参加する新入団員

の皆さんも、改めて消防団としての意識を高める良い訓練になりました。

施設の概要
　公園面積：1.6ha
　防災センター：１棟
　　鉄筋コンクリート造 331.18㎡
　　備蓄倉庫部分 198.0㎡
　炊事棟：１棟　木造造 35.59㎡
　データセンター：１棟
　　鉄筋コンクリート造 54.72㎡
　進入道路新設：防災公園線 L=210m W=6.0m
　ヘリポート：飛行場外離着陸場 20m × 20m
　防災バーゴラ：２棟
　屋外トイレ：１棟

事業経過
　平成 21 年度 防災公園基本構想設計
 データセンター建築設計
　平成 22 年度 旧邑智中学校解体工事
 データセンター建設工事
 防災公園実施設計
 防災センター建築設計
　平成 23 年度 防災公園線道路工事
　平成 24 年度 防災公園施設整備工事
 防災センター建設工事

財源　社会資本総合整備交付金事業（国土交通省）
　　　粕渕・浜原地区都市防災総合推進事業
　　　平成 22 年度 85,000 千円
　　　平成 23 年度 59,000 千円
　　　平成 24 年度 154,200 千円
　　　　　 計 298,200 千円

建設関係者
●工事施工　大社建設株式会社
●建築施工　有限会社福間工務店
●工事施工　株式会社 NIPPO 大田出張所
●設計監理　株式会社パスコ島根営業所
　　　　　　坂本建築設計事務所

事業費　総事業費　6 億 9925 万 6 千円

美郷町防災公園竣工式

▲気を引きしめる消防団員 ▲操法大会に向けた練習の成果を披露する都賀行分団
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６
月
10
日（
月
）か
ら
開
幕
し
た「
第
９
回
美
郷
町
民

ふ
れ
あ
い
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」‼

今
年
は
19
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
不
安
定
な
天
気
の
中

約
１
カ
月
に
わ
た
り
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

結
果
は
地
域
の
部
で「
相
生
町
自
治
会
」チ
ー
ム
が

優
勝
し
ま
し
た
！

出
場
さ
れ
た
選
手
の
み
な
さ
ん
、
応
援
し
て
い
た
だ

い
た
地
域
の
み
な
さ
ん
、
そ
し
て
、
運
営
や
試
合
の
進

行
を
し
て
い
た
だ
い
た
審
判
の
み
な
さ
ん
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

美郷町民 ふれあい ソフトボール大会

優勝「相生町自治会」

準優勝「本町・稲荷町合同」

く

じ

み

相
生
町
自
治
会

簗

瀬

自

治

会

沢

谷

体

協

滝
原
あ
お
す
ぎ

ジ
ャ
ニ
ー
ズ
小
松
地

亀

ハ

メ

派

上
野
連
合
自
治
会

城

山

チ

ー

ム

久
保
ト
ン
ネ
ル
ズ

浜

原

ゲ

ッ

ツ

吾

郷

自

治

会

元

町

自

治

会

石

原

軍

団

本

郷

連

合

乙

原

自

治

会

本
町
・
稲
荷
町
合
同

上

川

戸

チ

ー

ム

久

保
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不
戦
勝

不
戦
勝

5 17 3 21 41 12 18200 0 3

優勝　相生町自治会
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試合結果
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美郷町民 ふれあい ソフトボール大会第9回

▲問い合わせ先　教育委員会（☎75-1217）

審判のみなさん、ありがとうございました‼

気がつくと
夢中でプレイ！

お互いベストを
尽くしましょう！

豪快な
スイングです！

みなさん
おめでとう！
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■町内で協定に基づく獣害対策研修 農作物の収穫期“転ばぬ先の杖”
７月25日（木）に大和事務所で、住民の方の要望から獣害対策の研

修会が講師の近畿中国四国農業研究センター専門員の井上雅央先生を
招いて行われました。研修では正しく張られた電牧柵でサルが撃退さ
れる映像や、間違った電気柵の張り方で何頭ものイノシシが田畑に侵
入する貴重な映像を交えて講演され、野菜の上手な育て方にはノート
をとる人も多数いました。その後、大和事務所前の花壇で安価で簡易
な電気柵を使った設置方法も実演されました。参加者から「有志で第
３の青空サロンを考えてもいいなー」という声も聞こえました。

安価で簡易な電気柵の紹介の様子
（大和事務所前の花壇）

■『全国の自治体や農家の“対策のよりどころ”に…』
近畿中国四国農業研究センターと獣害対策で協定締結！全国に成果発信

去る７月８日（月）、ゴールデンユートピアおおちで近畿中国四国農業研究センター（広島県福山市）と、
地域づくりも視野に入れた獣害対策の研究成果を、町内にとどまらず全国に普及する協定を締結しまし
た。平成11年度から今日まで緊密な関係を構築している中で、野生動物による被害防止及び資源利用
に関する成果を上げているセンターの公的研究機関としての役割と、研究実証フィールドである当町の
責務として、協定を通じて研究の理念や研究の実証成果を全国に向けて普及していくものです。調印式
にはセンターの尾関秀樹所長と景山町長が出席し、山くじらに関わってこられた団体・地域の方20名
を立会に協定書にサインしたのち、研究成果の一つイノシシの皮革で作ったカバーに焼印を押して合意
しました。締結後、景山町長は「実証地として研究の実証成果を全国に普及啓発するとともに、町が自
治体や農家の“対策のよりどころ”“心のよりどころ”として積極的に視察者や学生を受け入れたい」と
挨拶しました。また、センターの尾関所長は「獣害対策の研究で14年間積み上げての協定はどこにも真
似ができない意義のある協定であり、現場目線に立った研究を実証地の美郷町を通じて被害に苦しんで
いる地域に情報発信していきたい」と力強く挨拶されました。

協定書に調印し、
笑顔で握手を交わ

す

景山町長（右）と尾
関所長（左）

これまでの実証成果を生み出した住民のみなさんと江口上席研究員（前列中央）、上田主任研究員（前列右から２番目） 地元女性グループ青空クラフトの皆さんが制作
されたイノシシの皮革のカバーに入った協定書

■協定後、第一段は海外への情報発信　山くじら海外を走る…
協定締結後の７月24日（水）、NHK国際放送局のアナウンサーはじめスタッフが、海外向けに情報発

信するWorldNews番組の取材で、被害対策の話やイノシシの生体搬送の撮影、皮革製品づくりの作業
の様子など、多くの住民の方が取材を受けられました。海外向けのため専任アナウンサーが英語で山く
じらの活動を語られ、普段の番組取材とは一味違う取材風景になりました。野山をかけるイノシシの映
像は、近畿中国四国農業研究センターから提供され、協定の第一弾は海外向けの情報発信となりました。

8/5海外放送イノシシの被害対策の住民インタビューの様子（九日市）
皮革製品づくりの撮影の様子生体搬送の撮影の

様子
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優
勝　
中
原
晋
作
さ
ん　
　
２
位　
宇
山
俊
輔
さ
ん

第
８
回　
邑
智
郡
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ド
ラ
イ
バ
ー
安
全
運
転
競
技
大
会

６
月
29
日（
土
）に
邑
南
町
の
石
見
自
動
車
教
習
所
で
、邑
智
郡
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ド
ラ
イ
バ
ー
安
全
運
転
競
技
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
川
本
地
区
安

全
運
転
管
理
者
協
会
が
主
催
。
安
全
運
転
能
力
の
高
い
模
範
ド
ラ
イ
バ
ー
の
育
成

と
、
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
と
交
通
事
故
防
止
に
資
す
る
事
を
目
的
と
し
て
、
自

動
車
運
転
の
基
本
事
項
を
課
題
と
し
た
安
全
運
転
を
競
う
大
会
で
す
。

８
回
目
と
な
る
今
年
は
邑
智
郡
内
の
事
業
所
か
ら
12
名
が
参
加
。
参
加
者
は
、

学
科
試
験
の
後
、教
習
所
の
車
両
を
運
転
し
法
規
走
行
、そ
の
場
旋
回
、ス
ラ
ロ
ー

ム
、
一
本
橋
な
ど
に
挑
戦
さ
れ
ま
し
た
。

美
郷
町
か
ら
は
邑
智
分
会
代
表　
宇
山
俊
輔
さ
ん
、
渡
邊
朱
里
さ
ん
、
大
和
分

会
代
表　
中
原
晋
作
さ
ん
、
高
橋
智
美
さ
ん
が
出
場
。
中
原
晋
作
さ
ん
が
優
勝
、

宇
山
俊
輔
さ
ん
が
２
位
に
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。
優
勝
さ
れ
た
中
原
さ
ん
は
10
月
12

日
に
松
江
市
で
開
催
さ
れ
る
県
大
会
に
出
場
さ
れ
ま
す
。

Ｊ
Ａ
島
根
お
お
ち「
愛
菜
カ
レ
ー
の
日
」

～
豊
富
な
種
類
の
地
元
食
材
で
カ
レ
ー
作
り
～

７
月
23
日（
火
）、
Ｊ
Ａ
島
根
お
お
ち
管

内
の
保
育
園
・
保
育
所
全
18
か
所
で
、「
愛
菜

カ
レ
ー
の
日
」と
し
て
地
元
の
野
菜
や
米
を

使
っ
た
カ
レ
ー
作
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
地
産
地
消
の
大
切
さ
を
感
じ

て
ほ
し
い
と
い
う
趣
旨
で
Ｊ
Ａ
島
根
お
お
ち

青
年
連
盟
が
主
催
。
今
年
で
６
回
目
の
取
り

組
み
と
な
り
ま
す
。
お
お
ち
保
育
園
で
は
野

菜
の
栽
培
指
導
を
、
Ｊ
Ａ
島
根
お
お
ち
青
年

連
盟
の
烏
田
裕
一
さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て
５

月
か
ら
関
わ
っ
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
カ
レ
ー

の
具
は
、
園
児
た
ち
が
作
っ
た
無
農
薬
、
有

機
肥
料
だ
け
を
使
っ
た
安
心
・
安
全
な
野
菜

と
、
邑
智
郡
産
の
野
菜
を
使
い
、
そ
れ
を
園

児
た
ち
が
丁
寧
に
切
っ
て
い
き
ま
し
た
。
カ

レ
ー
を
煮
込
ん
で
い
る
間
、
梅
原
信
子
先
生

に
よ
る
紙
芝
居
と
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
行

い
、
そ
れ
に
園
児
た
ち
は
熱
心
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
に
出
来
上
が
っ
た
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
を
食
べ
た
あ
と
、
お
か
わ
り
を

す
る
園
児
で
一
時
行
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

烏
田
さ
ん
は
、「
野
菜
の
栽
培
な
ど
を
通
し

て
、
子
ど
も
た
ち
に
食
の
安
全
を
肌
で
感
じ

て
も
ら
い
、
１
人
で
も
多
く
の
子
供
が
農
業

に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
」と
話

さ
れ
ま
し
た
。

▲競技中の様子

▲参加された選手の方々

▲みんなで元気に「いただきます」（都賀） ▲説明を熱心に聞く園児たち（君谷） ▲カレーを食べる園児たち（おおち）
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風しん等ワクチン接種費用の助成について

風しん抗体検査費用の助成について

美郷町では、全国的な風しんの流行や県内の風しん患者増加の状況を受け、特に妊娠中の女性への感染
や先天性風しん症候群の発症を予防することにより、安心して子供を産み育てやすい環境づくりを推進す
るために、風しん等ワクチン接種の費用を助成します。助成対象者、助成金額は次のとおりです。
○対象者
　美郷町に住所を有する方のうち、次のいずれかに該当する方。
　①妊婦と同居の方　　　　②妊娠を希望される女性、妊娠する可能性の高い女性
　③②の女性と同居の方
○対象ワクチン及び助成額
　風しんワクチン：3,000 円を限度　　麻しん風しん（MR）ワクチン：5,000 円を限度
　※生活保護世帯の方は、全額助成
○申請受付期間　平成 25年８月１日から
○申請方法
　 医療機関で接種後、申請書に領収書または接種が証明できるもの（氏名、接種日、ワクチンの種類がわ
かるもの）を添付のうえ、下記窓口まで申請してください。
　※�受付窓口…保健衛生課、大和事務所　※平成 25年４月１日以降にワクチン接種をされた方も、領収
書または接種が証明できるものを添付すれば助成対象となります。

●ご注意
　①年末までは、無料で風しん抗体検査が受けられます。県央保健所にご相談ください。
　② �23 歳未満の方は、概ね就学前に風しんワクチン（１期、２期）を接種しているため、抗体は既にある
と考えられますので、母子手帳を確認しましょう。それでも心配な場合は、県央保健所に相談し、抗
体検査を受けましょう。

　島根県は、風しん抗体検査の全額助成を始めました。実施期間や検査を受けることができる場所は次の
とおりです。
○対象者　島根県内に住所を有する方のうち、次のいずれかに該当する方。
　①妊婦と同居の方　　②妊娠を希望される女性、妊娠する可能性の高い女性　　③②の女性と同居の方
○申請受付期間　平成 25年 12月 27日まで
○検査実施期間　県央保健所
　�９月９日（月）、20日（金）、10月４日（金）、18日（金）、11月１日（金）、15日（金）、�
12 月６日（金）、20日（金）
※�いずれの日程も、受付時間は９時30分から11時 30分までです。詳しくは、県央保健所　0854-84-9805　までお問い合わせください。

○検査実施医療機関　県央保健所　第１、第３金曜日
　抗体検査実施医療機関（近隣の代表的な医療機関）

医療機関名 住　　　所 電話番号
大田市立病院 大田市大田町吉永1428-３ 0854-82-0330
根宜小児科・婦人科クリニック 大田市大田町大田ハ209番地 0854-82-1027
川上医院 大田市川合町川合1242番地１ 0854-82-0296
医療法人社団　摯静会　やまうち内科 大田市長久町長久ロ225番地５ 0854-84-0707
うめがえ内科クリニック 大田市大田町大田ロ1186番地２ 0854-83-7800
加藤病院 邑智郡川本町大字川本383-１ 0855-72-0640
秦クリニック 美郷町粕渕387番地４ 0855-75-1661
波多野診療所 美郷町粕渕197番地１ 0855-75-1232
大和診療所 美郷町都賀本郷163 0855-82-2216
公立邑智病院 邑南町中野3848-２ 0855-95-2111
※県内他の医療機関に於いても抗体検査を実施しています。電話等でお問合わせください。

不明な点や詳しいお問い合わせは、（☎ 75-1932）までお問合わせください。

検査を受けるには、事前に予約が必要です。
詳しくは、県央保健所（☎ 0854-84-9805）までお問い合わせください。

8広報みさと 2013.8



▲

問い合わせ先・申し込み先　�島根県県央保健所　医事・難病支援課 
〒 694-0041　大田市長久町長久ハ 7-1 
☎ 0854-84-9824　FAX 0854-84-9830

▲
問い合わせ先　保健衛生課医療保険係（☎ 75-1932）

　難病や難病療養患者・家族のよき理解者となり、生活や社会参加を地域で支える「難病ボラ
ンティア」の養成講座を行います。

【対　象】難病やボランティア活動に関心がある方で、原則２回とも受講できる方。
【日時・会場・内容】

回数 日　時 場　所 内　　容

１ 平成25年９月18日（水）
13：30 ～ 15：30

県央保健所
集団指導室

＜公開講座＞
1難病対策について（県央保健所）
2講演「難病とは～病気を知ろう～」
　講師：うめがえ内科クリニック　院長　梅枝 伸行 氏

２ 平成25年９月25日（水）
13：30 ～ 15：30

1活動発表① 「サークルありんこ」の活動について 
　（出雲管内難病ボランティアの会）

　　　　　②「すまいる会」の活動について（大田管内難病ボランティアの会）
2体験発表「難病ボランティアの方に期待すること」
　　　　　　発表者：みつばの会会員（大田管内パーキンソン病患者・家族の会）
3講　　話「ボランティア活動について」
　　　　　　講師：大田市社会福祉協議会
4活動交流 ＊受講修了者には、修了証書を交付します。

【参加費】無料
【主　催】島根県県央保健所　医事・難病支援課
【受講申込み締め切り】９月２日（月）まで

　現在お持ちの国民健康保険被保険者証の有効期限は、平成 25 年９月 30 日となっています。更新
を次のとおり行います。なお、今年度より被保険者証はお一人づつのカード様式となります。

　☆更新される証
　・国民健康保険被保険者証
　・国民健康保険退職被保険者証（退職該当の○退と表示されます）

　☆更新方法
　　世帯ごとに郵送します。（９月中旬発送、10 月１日までに到着予定）
　・ 簡易書留郵便でお送りしますので、不在が多い世帯は到着が遅れたり、お届けできない場合が

あります。被保険者証が届かない場合は、保健衛生課までご連絡ください。

　★その他
　　 送付された保険証の中に、すでにお勤めされているなど、他の健康保険に加入されている方の

名前が記載されている場合は、国保の資格喪失の届け出が必要となります。
　・ マル学の保険証のお持ちの方（学生）が就職されて他の健康保険に加入されている場合も届出

が必要です。「国民健康保険被保険者証」、「加入先の保険証」、「印鑑」を持って保健衛生課まで
お越しください。

「難病ボランティア講座」の受講者募集‼

国民健康保険被保険者証が更新されます

9 広報みさと 2013.8



災害が発生するおそれが
あるときに発表

重大な災害が発生する
おそれがあるときに発表

重大な災害が発生する
おそれが著しく大きい
ときに発表

注 意 報

警 報

特別警報 大
　災
害
の
危
険
性
　小

気象庁はこれまで、大雨や津波、高潮などにより重大な災害の起こるおそれがある時に、警報
を発表して警戒を呼びかけていました。より甚だしい大雨や大きな津波等が予想され、重大な災
害による危険性が高まっていることをお知らせし、特別な警戒を呼び掛けるために、新たに「特
別警報」を発表します。特別警報の対象とする現象は「東日本大震災」の大津波、我が国の観測
史上最高の潮位を記録した「伊勢湾台風」の高潮、紀伊半島に甚大な被害をもたらした「平成23
年台風第12号」の豪雨等が該当します。

８月30日から『特別警報』の発表を開始します。

「私のおすすめバランス弁当」を募集しています！

特別警報の詳細は、気象庁ホームページでご確認ください。

▲

問い合わせ先　気象庁松江地方気象台防災業務課（☎ 0852-22-3784）

▲

問い合わせ先　県央保健所　健康増進課（☎ 0854-84-9822）

主食、主菜、副菜がそろったバランスのよい弁当を募集しています。
あなたがおすすめしたい弁当をご応募ください。
◆応募期間　平成25年７月19日～９月20日
◆応募対象　大田市・邑智郡に在住又はお勤めの方

テーマ　「私のおすすめバランス弁当」
●主食（ごはんを使った料理）、
　主菜（肉・魚・卵・大豆製品を使った料理）、
　副菜（野菜・きのこ・海草類・いも類を使った料理）がそろっていること。
●料理の組み合わせは、主食３：主菜１：副菜２（表面積比）であること。
●色どりがきれいであること。
●青壮年期（20～60歳）向けの内容であること。
●材料費（米を含む）は250円以内であること。

詳しい内容は、応募チラシを役場・大和事務所・交流センターにご用意しております。また、
県央保健所ホームページからもダウンロードできますので、ふるってご応募ください。

特別警報が出た場合、お住まいの地域は数十年に一
度しかないような非常に危険な状況にあります。屋外
の状況や、避難指示・勧告等に留意し、ただちに命を
守るための行動をとってください。

検 索

島根県では…
県西部で100人を超える犠牲者をもたらした「昭和
58年７月豪雨」や先ほど７月28日に発生した津和
野町付近の大雨は「特別警報」の該当となります。
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▼問い合わせ先
　○法定検査に関すること　⇒公益社団法人　島根県浄化槽普及管理センター　☎ 0852-24-8165
　○浄化槽管理者の変更（親から子供へなど）、浄化槽の廃止など　
　　⇒県央保健所　環境保全グループ　☎ 0854-84-9809
　○合併処理浄化槽の補助事業等に関すること　身近な水環境に関すること
　　⇒美郷町役場　建設課　☎ 0855-75-1215

浄化槽を適正に管理して、
川や海の水質を守りましょう！

　台所、風呂、洗濯、トイレ（し尿）などの生活排水を処理する施設には、公共下水道、農業集
落排水、合併処理浄化槽などの種類があります。
　このうち、浄化槽（し尿のみを処理する単独浄化槽を含む）を使用している人は、公共用水域
の水質を保全するため、以下の3点を適切に実施することが、浄化槽法により定められています。

　美郷町では、平成24年度末で、し尿と台所、風呂、洗濯などの生活雑排水を全て処理で
きる人口割合（汚水処理人口普及率）は約74％となっています。
　一方、し尿のみを処理する「単独処理浄化槽」や「くみ取り便所」の家庭からは、し尿以外
の生活雑排水は処理されないまま側溝や水路に流れています。
　本来、河川や湖沼は自然の浄化能力を持っていますが、私たちがその浄化能力を超えて汚
れを放流すると、水環境は悪化してしまいます。身近な水環境を守るため、合併処理浄化槽
や公共下水道、農業集落排水などへの転換が求められています。

　必要な保守点検や清掃が行われ、浄化槽の機能が正常に働いているかを客観的に把握するた
め、県が指定した実施機関による法定検査を、毎年１回必ず受けましょう。
●実施機関：公益社団法人　島根県浄化槽普及管理センター

①法定検査を受けましょう

　浄化槽の機能を十分に発揮させるため、定期的に調整や修理を行う保守点検を実施しましょ
う。専門的な知識や器具が必要ですので、知事登録を受けた保守点検業者に委託してください。

②保守点検を実施しましょう

　浄化槽内には、汚泥がたまっていきます。汚泥を抜き取って、浄化槽の機能を正常に維持し
ましょう。美郷町の許可を受けた清掃業者に委託してください。

③浄化槽の清掃を実施しましょう

美郷町の汚水処理人口普及率 各家庭から出る汚れを少しでも減らして、
みんなの力で川や湖などの水環境を守りましょう！

単独処理浄化槽
くみ取り便所
25% 公共下水道など

集合処理施設
46%合併処理浄化槽

29%
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問い合わせ先　美郷町役場保健衛生課（☎75-1932）

不法投棄＆野外焼却（野焼き）は禁止されています
不法投棄は、法律で禁止されています（廃棄物の処理及び清掃に関する法律　第十六条より）。

ごみの不法投棄やポイ捨てにより環境の悪化を招くと共に、町民の皆さんの迷惑になります。不
法投棄及びポイ捨ては、やめましょう。またこれらの不法投棄は、管理が行き届いていない場所
にされる傾向があります。日ごろから周囲の土地を草刈りなどで清潔に管理し、囲いを設けたり、
定期的に巡回したりして、不法投棄されにくい環境をつくりましょう。

また廃棄物の野外焼却（野焼き）は一部の例外を除き禁止されています（廃棄物の処理及び清
掃に関する法律　第十六条の二より）。地面に穴を掘っての焼却、ドラム缶を使用しての焼却、
ブロックを積んでの焼却なども野外焼却となります。付近の住宅の皆さんへの迷惑や、有害物質
の発生の原因にもなりますのでやめましょう。

なお不法投棄及び野外焼却は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律　第二十五条第十四項又は
第十五項及び第三十二条第一項」により、５年以下の懲役若しくは1,000万円以下の罰金（法人
については３億円）以下の罰金またはその両方が科せられることがあります。

（参考）例外となる廃棄物の焼却
①国または地方公共団体が、その施設の管理を行うために必要な廃棄物の焼却
②風俗慣習上、または宗教上の行事を行うために必要な廃棄物の焼却
③農業、林業または漁業を営むためにやむを得ないものとして行われる廃棄物の焼却
④ たき火や日常生活を営む上で通常行われる廃棄物の焼却であって軽微なもの。ただし軽微

な焼却であっても、煙や臭いで周辺地域に迷惑がかかる場合は、禁止規定の例外から外れ
ることもあります。またプラスチック類については、焼却できません。必ず町より配布さ
れている「家庭ごみの分別と出し方のしおり」に従って指定の日にごみ収集に出してくだ
さい。
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問い合わせ先　美郷町役場保健衛生課（☎75-1932）

健康
まめ知識 No.89

食中毒に気をつけましょう
　食中毒が発生しやすい蒸し暑い季節になっています。食中毒は１年中発生しますが、やはり初夏から秋にか
けて多くなります。食中毒はその原因となる細菌やウイルスが食べ物に付着し、体内へ進入することによって
発生します。食品の取り扱いに注意して家族を食中毒から守りましょう。

次のポイントを参考にしてください。

★ 食品が腐敗すると、色、味が変わったり、においがついたりします。これは腐敗菌により食品が分解さ
れたからです。食中毒菌は食品中で増殖しても、食品を分解しないので色や味も変わらず、においもつ
きません。腐敗していないからと安心しないようにしましょう。

食中毒予防の３原則（食中毒菌をつけない・ふやさない・やっつける）を守ることが大切です。

食中毒警報の放送時は、気温、湿度ともに高く食中毒が発生しやすい
状況ですので、特に注意しましょう。

１．つけない 手にはさまざまな雑菌が付着しています。

○ 手をよく洗ってから調理しましょう。（トイレの後や生肉、生魚、卵を触った
後は特にしっかりと。）

○ 新鮮な食材を使いましょう。（消費期限などの表示を確認して購入しましょう。）
○生肉や生魚の汁を他の食品につけないようにしましょう。
　（手や調理器具を介して他の食品につくこともあります。）

２．ふやさない
細菌の多くは高温多湿な環境で増殖が活発になりますが、10℃以下では増殖がゆっくりとなり、マイナス
15℃以下では増殖が停止すると言われています。

○作った料理は早めに食べましょう。
○食品は、室温に放置せず、冷蔵庫や冷凍庫に保存しましょう。
○冷蔵庫は 10℃以下に、冷凍庫は－ 15℃以下にし、清潔にしましょう。
○冷蔵庫に食品を詰めすぎないように注意し、７割程度を目安にしましょう。

３．やっつける ほとんどの細菌は加熱や消毒に弱いです。

○食品の中まで十分に加熱しましょう。（75 度で１分以上の加熱が目安です。）
○食事後、残った食品も十分に加熱しましょう。
○調理器具を消毒しましょう。
　 （生肉や生魚、卵に使った後は、熱湯をかけたり、塩素系漂白剤や消毒用アルコー

ルで消毒しましょう。）
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４
０
）

人
事（
集
落
支
援
員
）

　
６
月
21
日
付
で
、
集
落
支
援
員
を
次
の

と
お
り
委
嘱
し
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

都
賀
本
郷
地
区

森も
り

田た

　
佳か

代よ

子こ

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
総
務
課
（
☎
７
５・１
２
１
１
）

第
8
回

「
み
ど
り
香
る
ま
ち
づ
く
り
」

企
画
コ
ン
テ
ス
ト
募
集
に
つ
い
て

●
主
催　
環
境
省

●
共
催

　

 （
公
社
）
に
お
い
・
か
お
り
環
境
協
会

　
（
公
社
）
日
本
ア
ロ
マ
環
境
協
会

　
（
一
社
）
日
本
植
木
協
会

●
募
集
期
間

　
６
月
10
日（
月
）～
10
月
11
日（
金
）

 

※
当
日
消
印
有
効

　
詳
し
く
は
、
美
郷
町
役
場
建
設
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
美
郷
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。

島
根
県
立
盲
学
校
オ
ー
プ
ン
ス

ク
ー
ル
開
催
の
お
知
ら
せ

　
島
根
県
立
盲
学
校
で
は
、
視
覚
に
障
が

い
が
あ
り
、
盲
学
校
で
の
勉
強
に
関
心
が

あ
る
方
や
、
学
校
・
医
療
・
労
働
機
関
な

ど
の
関
係
の
方
を
対
象
に
、
オ
ー
プ
ン
ス

ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。
当
日
は
、
学
校

の
概
要
説
明
や
視
覚
障
が
い
者
へ
の
支
援

グ
ッ
ズ
の
紹
介
、
学
校
・
寄
宿
舎
見
学
な

ど
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
個
別
の
相
談
に

も
応
じ
ま
す
。事
前
の
申
込
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
島
根
県
立
盲
学
校
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
期
日

　
第
１
回　
８
月
29
日
（
木
）

 

午
前
10
時
～
午
前
12
時
40
分

　
第
２
回　
９
月
30
日
（
月
）

 

午
前
10
時
～
午
前
12
時
40
分

●
場
所

　
島
根
県
立
盲
学
校

　
松
江
市
西
浜
佐
陀
町
４
６
８

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　
島
根
県
立
盲
学
校　
花
谷

医
療
機
関
で
の
特
定
健
康
診
査

が
始
ま
り
ま
す

　

対
象
の
方
に
は
、
ご
案
内
の
文
書
と
、

受
診
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

治
療
中
の
方
で
も
、
必
ず
検
診
は
受
け
ま

し
ょ
う
。

●
健
診
期
間

　
８
月
１
日（
木
）～
12
月
27
日（
金
）

●
健
診
料
金
：
１
，
０
０
０
円

　
事
前
に
医
療
機
関
へ
予
約
を
し
て
か
ら

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
指
定
医
療
機
関
等
は
案
内
文
書
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
美
郷
町
役
場
保
健
衛
生
課

　
（
☎
７
５・１
９
３
２
）

福
祉
・
保
育
の
就
職
フ
ェ
ア
し
ま
ね

　
島
根
県
内
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の

人
材
確
保
及
び
福
祉
職
場
に
就
職
を
希
望

す
る
方
へ
の
支
援
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

●
期
日
・
会
場

　
８
月
11
日（
日
）い
わ
み
ー
る（
浜
田
市
）

　
午
前
12
時
～
午
後
４
時

●
内
容

・
事
業
所
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　

 

参
加
法
人
・
事
業
所
担
当
者
に
よ
り
職

場
紹
介
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
す
。

・
就
職
直
前
セ
ミ
ナ
ー

　

 

フ
ェ
ア
に
向
け
て
の
取
り
組
み
方
、ブ
ー

第
43
回
島
根
県
武
道
大
会

�
（
剣
道
の
部
）

木
積
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

７
月
７
日（
日
）に
松
江
市
の
島

根
県
立
武
道
館
に
て
第
43
回
島
根
県

武
道
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

大
会
は
島
根
県
内
か
ら
小
中
学
生
あ

わ
せ
て
１
６
４
チ
ー
ム
が
参
加
す
る

県
内
最
大
の
団
体
戦
の
大
会
で
す
。

小
学
生
高
学
年
の
部
に
出
場
し
た
木

積
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
を
勝
ち
進
み
決
勝
戦
に
臨
み
ま
し

た
。
し
か
し
、
接
戦
の
末
１

－

２
の

ス
コ
ア
で
惜
し
く
も
敗
れ
ま
し
た

が
、
見
事
準
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。
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Information

　
　
（
☎
０
８
５
２・３
６・８
２
２
１
）

　
　
（
ＦＡＸ
０
８
５
２・３
６・８
２
２
２
）

邑
智
郡
森
林
組
合
か
ら

職
員
募
集
の
お
知
ら
せ

　
邑
智
郡
森
林
組
合
で
は
平
成
25
年
度
の
一

般
事
務
職
員
と
現
場
従
業
員
の
募
集
を
致
し

ま
す
。

●
採
用
予
定
人
員

　
・
一
般
事
務
職
員
：
若
干
名

　
・
工
場
・
山
林
従
業
員
：
若
干
名

●
応
募
資
格

　

 

高
校
卒
業
程
度
（
平
成
26
年
３
月
卒
業
見

込
み
者
を
含
む
）

●
年
齢

　
・ 

一
般
事
務
職
員
：
18
歳
～
25
歳
（
昭
和

63
年
４
月
２
日
～
平
成
８
年
４
月
１
日

生
ま
れ
）

　
・ 

工
場・山
林
従
業
員：18
歳
～
49
歳
（
昭

和
39
年
４
月
２
日
～
平
成
８
年
４
月
１

日
生
ま
れ
）

●
応
募
期
間

　
９
月
５
日（
木
）～
10
月
４
日（
金
）

●
問
い
合
わ
せ
先

※ 

詳
し
く
は
、
美
郷
支
所
ま
た
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
川
本
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
邑
智
郡
森
林
組
合　
美
郷
支
所

　
（
☎
７
５・０
０
３
２
）

お
い
で
！
ち
い
さ
な
お
と
も
だ
ち

☆
わ
ん
ぱ
く
パ
ラ
ダ
イ
ス
開
催
☆

●
日
時

 

９
月
１
日
（
日
）
９
時
30
分
～
11
時
30
分

●
会
場　
浜
原
隣
保
館（
浜
原
１
２
２
番
地
）

●
内
容

★
お
楽
し
み
タ
イ
ム

★
ぱ
く
ぱ
く
ラ
ン
ド

★
手
作
り
お
も
ち
ゃ

　
　
　
　
コ
ー
ナ
ー

★
フ
ァ
ミ
リ
ー

　
　
　
コ
ン
サ
ー
ト

選
者　

服
部
　
康
人　
先
生

夏
痩
や
顔
も
腕
も
皺
ふ
え
し 

吉
迫
ス
ズ
ヨ

娘
の
く
れ
し
我
に
似
合
は
ぬ
サ
ン
グ
ラ
ス 

日
高　
笑
子

手
招
き
し
友
を
迎
へ
ぬ
緑
蔭
に 

北
原　
敏
枝

谷
風
を
入
れ
て
持
て
成
す
夏
座
敷 

小
笠
原
松
子

夫
逝
き
て
夏
風
通
す
部
屋
広
く 

難
波　
忠
枝

テ
レ
ビ
見
つ
ま
ど
ろ
み
を
り
ぬ
網
戸
風 

大
嶋　
琴
枝

遠
き
日
の
立
山
雪
渓
懐
か
し
む 

三
島　
澄
江

腹
だ
け
は
掛
け
て
お
き
た
る
夏
布
団 

玉
岡　
弘
子

山
雨
来
て
生
き
返
り
た
る
胡
瓜
蔓 

吉
迫
ア
キ
ミ

玉
葱
や
吊
り
干
し
出
来
ぬ
ほ
ど
小
さ
し 

石
田　
悦
子

夏
痩
の
項
淋
し
き
人
な
り
し 

黒
岩
ア
ヤ
子

息
は
ず
む
く
ね
く
ね
道
や
椎
若
葉 

山
田　
幸
造

一
斉
に
漕
ぎ
出
す
ボ
ー
ト
飛
沫
あ
げ 

岡
先
登
美
子

燕
の
子
大
き
な
餌
を
持
て
余
す 

玄
田
ト
ミ
ヱ

こ
の
色
を
失
わ
ず
炊
か
ん
茄
子
料
理 

中
原
美
都
子

た
ま
に
会
ふ
子
や
夏
痩
せ
の
気
に
か
か
る 

大
久
保
朝
子

江
川
に
沿
ふ
古
道
の
木
下
闇 

坪
内　
良
子

百
合
の
花
の
中
を
ト
ロ
ッ
コ
列
車
ゆ
く 

甲
山
由
紀
子

夏
蓬
に
は
馬
力
上
げ
草
刈
機 

西
島　
誠
子

戸
を
開
く
に
も
重
さ
あ
り
梅
雨
じ
め
り 

高
田　
登
子

健
や
か
に
暮
ら
す
手
立
て
と
昼
寝
し
て 

高
橋　
浩
子

放
棄
地
と
廃
屋
包
み
草
茂
る 

高
橋　
和
子

沙
羅
の
花
師
の
面
影
を
偲
び
つ
つ 

森
田
佳
代
子

ラ
イ
ト
消
し
独
り
に
な
り
て
蛍
観
る 

和
田　
伸
子

夜
濯
を
う
っ
か
り
忘
れ
寝
て
し
ま
ふ 

石
田　
照
子

片
蔭
に
場
所
変
へ
て
す
る
立
ち
話 

松
村
み
は
る

半
夏
生
例
年
の
ご
と
大
雨
に 

渡
邊　
光
廣

仕
事
終
へ
戻
れ
ば
す
ぐ
に
ビ
ー
ル
飲
む 

西
嶋
千
恵
美

選
者
吟

雲
の
峰
長
け
て
盆
地
へ
傾
ぎ
け
り

交通事故発生状況（７月）
発生

（件）
死者

（人）
傷者

（人）
飲酒運転
（件）

邑智郡
７月中 2 0 2 0
前年比 -2 -2 -1 0

美郷町
７月中

1 0 1 0
邑智地域 1 0 1
大和地域 0 0 0
月末累計 2 0 2 0
前年比 0 0 0 -2

島根県
累　計 931 15 1,099
前年比 -5 -13 0

※７月中に美郷町内で人身事故が１件発生しました。
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「広報みさと」は、大豆油インクと再生紙を使っています。

〒
699-4692   島

根
県

邑
智

郡
美

郷
町

粕
渕

168
番

地
☎（

0855
）75-1211　

　
FAX（

0855
）75-1218

http://w
w

w
.tow

n.shim
ane-m

isato.lg.jp
広

報
発
行
／
美
郷
町
役
場
　
　
編
集
／
企
画
課

印
刷
／
佐
々
木
印
刷
㈱

人口と世帯

（　）は先月との比較（住民基本台帳による８月１日現在）

人 口　5,350 人
　男　　2,502 人 （－３人）
　女　　2,848 人 （－８人）
世帯数　2,407 世帯 （－２世帯）

９月の行事予定

2013
年

第
107号

８
月
号

１日 ㈰ 第９回まほろば杯女子バレーボール大会
（大和中学校）

２日 ㈪ 胃がん・前立腺・ペプシノゲンセット検診
（沢谷交流センター、千原コミュニティーセンター）

３日 ㈫ 胃がん・前立腺・ペプシノゲンセット検診
（浜原隣保館、滝原青杉森林センター）

４日 ㈬

５日 ㈭

６日 ㈮

７日 ㈯

８日 ㈰

９日 ㈪

10日 ㈫

11日 ㈬ こころの健康相談（県央保健所）
12日 ㈭ ３歳児・５歳児検診（保健福祉センター）

13日 ㈮ すくすく相談（保険福祉センター）
こころの健康相談（県央保健所）

14日 ㈯

15日 ㈰ 「やなしお道」月例ウォーク
第５回尺鮎釣り大会 in 江の川（長藤）

16日 ㈪ 敬老の日
17日 ㈫

18日 ㈬ こころの健康相談（邑南町石見保健センター）
19日 ㈭

20日 ㈮

21日 ㈯

22日 ㈰

23日 ㈪ 秋分の日
24日 ㈫

25日 ㈬

26日 ㈭ 胃がん・前立腺・ペプシノゲンセット検診
（別府公民館君の谷農村塾）

27日 ㈮ 胃がん・前立腺・ペプシノゲンセット検診
（上川戸集会所邑智園）

28日 ㈯ 三江線ウォーキング in 美郷（粕渕）
29日 ㈰

30日 ㈪

〇 ローソン

R9 ★ 〇       〇
一畑トラベル

島根県弁護士会所属 

弁護士法人 山陰リーガルクリニック大田事務所

（相 談 料）平日有料　60分まで6,300円(税込)
（相談内容）○相続のこと　○家庭のこと　○借金のこと　○仕事のこと
　　　　　○不動産のこと　○成年後見のこと　○その他法律問題全般

★土 曜 無 料 法 律 相 談　月1回土曜日に行っております
　初回30分まで無料・要予約
(正式に事件をご依頼頂いた場合は　別途弁護士費用が発生します。)

大田市長久町長久ロ307番地5
（駐車場有り）
TEL 0854-83-7780
FAX 0854-83-7781
http://www.sanin-lc.jp

中央信金
山陰リーガル
クリニック
大田事務所
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